
歯科矯正学Ⅱ 実習

[実習]　第４学年　後期　必修　2単位

《履修上の留意事項》実習内容に変更はないが、実習内容の順番が前後する可能性あり（順番に変更が生じる場合は事前に連絡

する）。

《担当者名》○教授／飯嶋 雅弘 iijima@　　　准教授／六車 武史 muguruma@　　講師／中尾 友也 y-nakao@　　

　助教／長崎 綾汰 nagasaki@　　助教／土田 大 tsuchida_d@　　　助教／ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ ezra@

　助教／江上 佳那 hokuiryou123013@

　名誉教授／佐藤 元彦　　　　　名誉教授／溝口 到

　非常勤講師／村井 　茂　　　　非常勤講師／北野 敏彦　　　　非常勤講師／小笠原 潤治　　　

　非常勤講師／江上 公子　　　　非常勤講師／石野 善男　　　　非常勤講師／横山 一徳　　　　

　非常勤講師／葛西 克之　　　　非常勤講師／千枝 和巨　　　　非常勤講師／小林 宏樹　　　　

　非常勤講師／保田 好隆　　　　非常勤講師／宇賀 　茂　　　　非常勤講師／山口 伸人　　　　

　非常勤講師／小久保 幸宏　　　非常勤講師／林 　一夫　　　　非常勤講師／上地 　潤　　　　　

　非常勤講師／鳥谷 奈保子　　　非常勤講師／湯浅 壽大　　　　非常勤講師／今野 正裕

　非常勤講師／岡山 三紀　　　　非常勤講師／山崎 敦永

【概　要】

歯科矯正学実習では、講義によって学習した歯科矯正学の理解を深め、それを実際の臨床に応用するための基礎的な知識を習得

することを目的とする。そのため本実習は、混合歯列期前歯部反対咬合の実際の症例に対して診断、治療計画の立案、治療経過

の再評価を行い、さらにタイポドント模型上での舌側弧線装置、床矯正装置の作製の実習を行う。

【学修目標】

☆　歯科矯正学において必要な診査項目、基本的な診断方法及び簡単な矯正装置の製作法、使用法について十分に理解する。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

１ 診断学実習Ⅰ-（１） ●　初診時の資料を学生に配付し、各所見、分析値及

び重ね合わせ図から、その症例の分析、診断方法につ

いてマルチメディアシステム（PC）を介して学習す

る。

・　患者の矯正歯科治療開始前の資料

　（第１回検査時）の配付

・　診断学実習の流れの説明

・　マルチメディアを介した症例の説明

・　パノラマエックス線写真の分析

・　模型分析

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

２ 診断学実習Ⅰ-（２） ・　セファロ分析１

　(透写図の作成、アベレージング)

・　セファロ分析２

　（計測点および基準平面の設定、図形分析、角度お

よび線計測）

・　セファロ分析のまとめ

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

３ 診断学実習Ⅰ-（３） ・　成長分析１

・　総合診断（問題点の抽出、診断要約）

・　治療計画立案

　（問題点の整理、治療目標の設定、治療時期と方法

の決定）

・　治療ゴールの設定

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

４ 基本手技 ●　舌側弧線装置や保定装置の製作に必要なワイヤー

の屈曲や自在鑞着の基本的方法を学習する。

・　治療学実習の説明

・　基本手技（線屈曲）

・　基本手技（鑞着）

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大



回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

E-5-4 ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

５ 実習試験 ●　基本手技実習で行ったワイヤーの屈曲や自在鑞着

の基本的手技の試験、ならびに実習内容に関連する筆

記試験を行う。

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

６ 診断学実習Ⅱ-（１） ●　第一段階治療終了時（第２回検査時）の資料を学

生に配付し、各所見、分析値および重ね合わせ図か

ら、その症例の治療経過およびその評価についてマル

チメディアシステム（PC）を介して学習する。

・　マルチメディア（PC）を介した治療経過の説明・

第２回検査時の検査内容と検査所見の記載

・　パノラマエックス線写真分析

・　模型分析

・　セファロ分析

　（マルチメディアを介した透写図の作成法と重ね合

わせ図の作成法の説明）

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

７ 診断学実習Ⅱ-（２） ・　セファロ分析

　（計測点および基準平面の設定、図形分析、角度お

よび線計測、セファロ分析のまとめ

・　成長分析

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

８ 診断学実習Ⅱ-（３） ・　治療結果の評価、レポートの完成と提出

・　治療計画の再立案

・　長期管理の実際についての説明

・　資料整理

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

９ 舌側弧線装置の作製（１） ●　混合歯列期において多用され、歯の移動、保隙、

保定等使用頻度の高い舌側弧線装置の作製方法を修得

する。

・　タイポドント、材料および器具の確認

・　バンド試適、印象、作業模型の作製

・　作業用模型への設計線の記入

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

10 舌側弧線装置の作製（２） ・　維持装置（STロック）の鑞着

・　脚部、主線の屈曲

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

11 舌側弧線装置の作製（３） ・　脚部、主線の屈曲、補助弾線の付与

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰



回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

12 床矯正装置の作製（１） ●　床矯正装置の目的と作製方法を修得する。

・　Hawley保定装置の目的と製作手順の確認

・　作業用模型への設計線の記入

・　主線および単純鉤の屈曲

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

13 床矯正装置の作製（２） ・　主線および単純鉤の屈曲

・　レジン床の築盛

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

14 床矯正装置の作製（３） ・　レジン床の築盛と研磨

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

15 医療面接 ●　初診時精密検査で得られた資料を基に、医療面接

の基礎を理解する。

・　不正咬合の説明

・　矯正装置の説明

　（リンガルアーチ、バイオネーター、急速拡大装置

等）

E-5-4

飯嶋 雅弘

六車 武史

中尾 友也

長崎 綾汰

土田 大

ｽﾆｶﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾘｹ･ｴｽﾞﾗ

江上 佳那

非常勤講師

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学校の授業実施方針による

【評価方法】

◇　実習実技試験（20％）、実習筆記試験（20％）、製作物（50％）、その他（実習態度、レポート、学習意欲）（10％）

　　　・実習時間に講義を行うこともあるが、すべて実習の出席として評価する。

【教科書】

「歯科矯正学第６版」　医歯薬出版

「歯科矯正学実習書」　本学歯科矯正学分野 編集

【備考】

☆　指定した教科書、実習書および参考書を読み、専門用語の意味、器具と材料の名前、術式等の実習内容を予習しておく。（

30分）

　　・実習内容の理解を深めるため、予習および復習の小テストを実施する。

　　・実習器材等の準備不足により実習参加不可能とみなした場合、実習停止とする。

☆　実習毎に実施した内容を元に復習をする。（60分）

【学修の準備】

実習を円滑に進行するため、各自実習書を熟読した上で実習に臨む。

☆　実習に必要な器具・材料については、事前に確認し準備する。

☆　実習の欠席は、以降の実習の進行に大きな支障をきたすため、健康管理には特に留意する。



【ディプロマ・ポリシー(学位授与方針)との関連】

DP1.人々のライフステージに応じた疾患の予防、診断および治療を実践するために基本的な医学、歯科医学、福祉の知識および

歯科保健と歯科医療の技術を習得するために必要な知識を歯科矯正学の観点から修得する（専門的実践能力）。

DP2.疾患の予防、診断および治療の新たなニーズに対応できるよう生涯にわたって自己研鑽し、継続して自己の専門領域を発展

させる能力を歯科矯正学の観点から身につける（自己研鑽力）。

DP3.歯科医療の専門家として、地域的および国際的な視野で活躍できる能力を身につけるために必要な知識を歯科矯正学の観点

から修得する（社会的貢献）。

【実務経験】

実習担当教員全員が歯科医師

【実務経験を活かした教育内容】

本学付属クリニック、附属病院およびその他の医療施設での実務経験を活かし、矯正治療に関する事柄を教える。


